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イ ン フ ル エ ン ザ  近 年 の 状 況  

 

 

 

 イ ン フ ル エ ン ザ は 冬 季 に 流 行 す る 呼 吸 器 感 染 症 で 、 病 原 体 は イ ン フ ル エ ン

ザ ウ イ ル ス で す 。38℃ 以 上 の 急 激 な 発 熱 で 発 症 し 、全 身 倦 怠 感 、関 節 痛 、筋

肉 痛 な ど を 伴 う こ と が 多 く 、 一 般 的 な ｢か ぜ ｣よ り も 重 症 感 が 強 い の が 特 徴 で

す 。 通 常 は 一 週 間 程 度 で 回 復 し ま す が 、 イ ン フ ル エ ン ザ に 感 染 し た 後 に 脳 症

や 肺 炎 を 起 こ し た り 、 既 往 症 （ 心 臓 病 、 慢 性 呼 吸 器 疾 患 な ど ） が 悪 化 す る な

ど し て 命 に か か わ る 場 合 も あ る た め 、 注 意 が 必 要 で す 。  

ヒ ト の イ ン フ ル エ ン ザ に は A 型 、 B 型 、 C 型 が あ り ま す が 、 季 節 性 イ ン フ

ル エ ン ザ と し て 毎 年 流 行 す る の は A 型 と B 型 で す 。 さ ら に 、 ヒ ト の A 型 イ

ン フ ル エ ン ザ に は AH1pdm09 と AH3 の 2 種 類 の HA 亜 型 1 ） が あ り ま す 。

AH1pdm09 は 2009 年 に 、 AH3 は 1968 年 に パ ン デ ミ ッ ク （ 世 界 的 大 流

行 ） を 起 こ し た ウ イ ル ス で す 。 ま た 、 B 型 イ ン フ ル エ ン ザ に は HA 亜 型 は あ

り ま せ ん が 、 ビ ク ト リ ア 系 統 と 山 形 系 統 の 2 種 類 の 系 統 に 分 類 さ れ ま す 。  

 

 

 

 日 本 で は 、 例 年 、 お 正 月 休 み 後 に イ ン フ ル エ ン ザ 患 者  

数 が 急 増 し ま す 。患 者 発 生 の ピ ー ク は 1 月 末 ～ 2 月 初 め  

と な る こ と が 多 く 、 流 行 の 終 息 は 4 月 頃 で す 。 流 行 の 状 況 は 定 点 あ た り 患 者

報 告 数 2 )で み る こ と が で き ま す 。 イ ン フ ル エ ン ザ の 場 合 、 1 を 超 え る と 流 行

の 始 ま り と み な し 、10 を 超 え る と 注 意 報 、30 を 超 え る と 警 報 が 発 令 さ れ ま

す 。 ピ ー ク を 過 ぎ た 後 患 者 数 が 減 少 し て 10 を 下 回 る と 警 報 は 解 除 さ れ 、 1

を 下 回 る と 流 行 は 終 息 し た と み な し ま す 。ま た 、イ ン フ ル エ ン ザ シ ー ズ ン は 、

9 月 か ら 翌 年 の 8 月 を 1 シ ー ズ ン と し て 集 計 し て い ま す  。  

 
1） HA 亜型： HA とは hemagglutinin（ヘマグルチニン、血球凝集素）の略で、イン

フルエンザウイルスが細胞に結合するために働く糖たんぱく質です。A 型インフ
ルエンザウイルスでは、17 亜型が確認されています。  

2）定点あたり患者報告数：1 週間における指定された医療機関あたり（定点あたり）
の患者報告数を表す数値で、感染症の流行状況が把握できます。  

患 者 発 生 状 況  

インフルエンザ　近年の状況
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図 １  イ ン フ ル エ ン ザ 患 者 報 告 数 の 推 移 （ 神 奈 川 県 域 ）  

図 ２  イ ン フ ル エ ン ザ ウ イ ル ス 検 出 割 合 （ 神 奈 川 県 域 ）  
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過 去 9 シ ー ズ ン の 神 奈 川 県 域 3 ) の 患 者 報 告 数 の 推 移 を み て み る と 、

AH1pdm09 に よ る パ ン デ ミ ッ ク が 起 き た 2009/2010 シ ー ズ ン は 例 外 的

に 10～ 12 月 に 流 行 が 起 き て い ま す が 、 そ の 他 の シ ー ズ ン は 12～ 4 月 に 流

行 が 起 き て い ま す（ 図 1）。直 近 の 2017/2018 シ ー ズ ン は 、ピ ー ク 時 の 定

点 あ た り 患 者 報 告 数 が 60 を 超 え 、 シ ー ズ ン 累 計 の 患 者 報 告 数 も 4 万 人 を 超

え て 、 2010/2011 シ ー ズ ン 以 降 で 最 も 大 き な 流 行 と な り ま し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

当 所 で は 、 患 者 検 体 （ 鼻 咽 頭 由 来 ） か ら イ ン フ ル エ ン ザ ウ イ ル ス の 検 出 を

行 い 、 ウ イ ル ス の 流 行 状 況 や 流 行 ウ イ ル ス の 特 徴 を 調 査 し て い ま す 。 過 去 5

シ ー ズ ン の 神 奈 川 県 域 の 検 出 割 合 を み て み る と 、 2013/2014、

2015/2016、 2017/2018 シ ー ズ ン は 複 数 の 型 に よ る 混 合 流 行 、

2014/2015、 2016/2017 シ ー ズ ン は AH3 が 主 流 行 株 と な り ま し た  

（ 図 2） 。  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
3）神奈川県域：横浜市、川崎市、相模原市を除く神奈川県内の市町村です。  

イ ン フ ル エ ン ザ ウ イ ル ス 調 査  
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表 1 AH1pdm09 分 離 株 の オ セ ル タ ミ ビ ル 耐 性 調 査 （ 神 奈 川 県 域 ）
 

2013/2014 2014/2015 2015/2016 2016/2017 2017/2018

耐性株数/解析株数 3/80 0/8 1/191 0/7 2/83

検出割合 3.8% 0.0% 0.5% 0.0% 2.4%

シーズン

 

イ ン フ ル エ ン ザ の 治 療 に は 、 抗 イ ン フ ル エ ン ザ 薬 が 使 用 さ れ ま す 。 中 で も

ノ イ ラ ミ ニ ダ ー ゼ 4 ） 阻 害 剤（ オ セ ル タ ミ ビ ル 、ザ ナ ミ ビ ル 、ペ ラ ミ ビ ル 、ラ

ニ ナ ミ ビ ル ） は 種 類 も 多 く 、 広 く 治 療 に 使 用 さ れ て い ま す 。 ま た 、 平 成 30

年 3 月 に は 、 ノ イ ラ ミ ニ ダ ー ゼ 阻 害 剤 と は 作 用 機 序 の 異 な る 新 し い 薬 剤 が 認

可 さ れ 、 本 （ 2018/2019） シ ー ズ ン か ら 本 格 的 に 使 用 さ れ る よ う に な る と

思 わ れ ま す 。  

こ の よ う に 、 抗 イ ン フ ル エ ン ザ 薬 の 開 発 に よ り 薬 剤 治 療 の 選 択 肢 が 増 え た

一 方 で 、薬 が 効 き に く い ウ イ ル ス（ 耐 性 株 ）の 出 現 が 懸 念 さ れ て い ま す 。2009

年 以 前 に 流 行 し て い た AH1 亜 型 （ ソ 連 型 ） で は 、 オ セ ル タ ミ ビ ル に 対 す る

耐 性 株 の 割 合 が 、 2007/2008 シ ー ズ ン に は 約 3 ％ で し た が 、 翌

2008/2009 シ ー ズ ン に は ほ ぼ 100％ に な り 、 そ の 後 の 治 療 へ の 影 響 が 懸

念 さ れ ま し た 。 と こ ろ が 、 こ の オ セ ル タ ミ ビ ル 耐 性 の AH1 亜 型 は 、 2009

年 春 の AH1pdm09 の 出 現 と と も に 検 出 さ れ な く な り 、以 後 の 流 行 に 影 響 す

る こ と は あ り ま せ ん で し た 。 し か し 、 現 在 流 行 し て い る 季 節 性 イ ン フ ル エ ン

ザ に つ い て も 、 今 後 耐 性 株 が 出 現 す る 可 能 性 が あ る た め 、 全 国 の 地 方 衛 生 研

究 所 と 国 立 感 染 症 研 究 所 が 協 力 し て 調 査 を 実 施 し て い ま す 。  

AH1pdm09 の オ セ ル タ ミ ビ ル 耐 性 に は 、ノ イ ラ ミ ニ ダ ー ゼ 遺 伝 子 の 275

番 目 の ア ミ ノ 酸 の ヒ ス チ ジ ン (H)か ら チ ロ シ ン (Y)へ の 変 異（ H275Y）が 関 与

し て い る こ と が 報 告 さ れ て い ま す 。 当 所 で は 、 AH1pdm09 分 離 株 に つ い て

H275Y 変 異 の 調 査 を 行 っ て い ま す 。2017/2018 シ ー ズ ン は 、AH1pdm09

分 離 株 83 株 中  2 株 の オ セ ル タ ミ ビ ル 耐 性 株 が 検 出 さ れ ま し た 。 過 去 に も 、

AH1pdm09 が 多 く 検 出 さ れ た シ ー ズ ン に は 数 例 の オ セ ル タ ミ ビ ル 耐 性 株 が

検 出 さ れ ま し た が 、 散 発 的 な 検 出 に と ど ま っ て い ま す （ 表 1）。  

 

 

 

 

4）ノイラミニダーゼ：インフルエンザウイルス表面に存在し、ウイルスが細胞から
離れる時にハサミの役割を果たします。ノイラミニダーゼ阻害剤はノイラミニ
ダーゼの働きを抑制して、ウイルスの増殖を妨げます。  

薬 剤 耐 性 株 調 査  
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し か し 、北 海 道 に お い て は 、2013/2014 シ ー ズ ン に オ セ ル タ ミ ビ ル 耐 性 株

に よ る 地 域 流 行 が 確 認 さ れ ま し た 。 そ の 後 、 全 国 的 に 耐 性 株 に よ る 流 行 は 確

認 さ れ て い ま せ ん が 、 引 き 続 き 耐 性 株 の 監 視 が 必 要 で す 。  

 ま た 、 国 立 感 染 症 研 究 所 で は 、 全 国 で 分 離 さ れ た 株 の 一 部 に つ い て 、 4 種

類 の ノ イ ラ ミ ニ ダ ー ゼ 阻 害 剤 に 対 す る 薬 剤 感 受 性 試 験 を 実 施 し て い ま す 。 そ

の 報 告 に よ れ ば 、2017/2018 シ ー ズ ン に 検 出 さ れ た オ セ ル タ ミ ビ ル 耐 性 株

は 、 同 時 に ペ ラ ミ ビ ル に 対 し て も 耐 性 を 有 し て い ま し た が 、 ザ ナ ミ ビ ル と ラ

ニ ナ ミ ビ ル に 対 し て は 耐 性 は あ り ま せ ん で し た 。  

 

 

本 シ ー ズ ン は 、 神 奈 川 県 域 で は 9 月 最 初 の 週 （ 36 週 ） に 報 告 さ れ た 患 者

か ら AH3 が 検 出 さ れ て い ま す 。 ま た 、 県 内 で は 、 同 時 期 に 横 浜 市 で 学 級 閉

鎖 が 発 生 し て い る と の 情 報 も あ り ま す 。 9 月 末 現 在 、 神 奈 川 県 域 で は ま だ 患

者 数 は 少 な い で す が 、 過 去 2 シ ー ズ ン に は 連 続 し て 11 月 中 に 流 行 期 入 り し

て い る こ と か ら 、 本 シ ー ズ ン も 早 め の 対 処 が 必 要 と 考 え ら れ ま す 。 ワ ク チ ン

接 種 、 手 洗 い や う が い 等 の 衛 生 行 動 、 休 養 や バ ラ ン ス の 良 い 食 事 を 心 が け る

な ど 、 一 人 一 人 が イ ン フ ル エ ン ザ に か か ら な い よ う に 気 を つ け る こ と が 大 切

で す 。 ｢イ ン フ ル エ ン ザ か な ？ ｣と 思 っ た ら 、 早 め に 医 療 機 関 を 受 診 す る と と

も に 、 周 囲 の ヒ ト に う つ さ な い よ う 、 咳 や く し ゃ み が 続 く と き は マ ス ク を す

る な ど の ｢咳 エ チ ケ ッ ト ｣を 心 が け ま し ょ う 。  

 神 奈 川 県 感 染 症 情 報 セ ン タ ー で は 、 感 染 症 の 患 者 発 生 情 報 （ 週 報 ） 、 イ ン

フ ル エ ン ザ や 感 染 性 胃 腸 炎 等 の 流 行 し て い る 疾 患 の 情 報 （ ト ピ ッ ク ス ） な ど

も お 知 ら せ し て い ま す の で 、 是 非 ご 覧 く だ さ い 。  

（参考リンク）  

国立感染症研究所疫学情報センター（インフルエンザ）  
https://www.niid.go.jp/niid/ja/diseases/a/flu.html 
 
神奈川県感染症情報センター  
http://www.eiken.pref.kanagawa.jp/003_center/03_center_main.htm 
 

（ 微 生 物 部  渡 邉 寿 美 ）  

本 シ ー ズ ン の 状 況  


